







































































図 1 (a)帯状平均 200hPa高度場平年偏差時系列と(b)エルニーニョ監視海域(5N-5S、150W-90W)の海面水温偏差時系
列(1979年 1月から 2010年 12月まで)。ともに 1979-2004年平均値からの偏差。a)は JRA-25 (Onogi et al., 2007）
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図２ (a)帯状平均 200hPa 高度場平年偏差時系列と(b)エ
ルニーニョ監視海域(5N-5S、150W-90W)の海面水温偏差時



















































































図３ 図２と同じ。ただし 1997年-1998年の事例。 図４ 図２と同じ。ただし 2009年-2010年の事例。 
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図 6 a)再現実験と b)SST感度実験による帯状平均 200hPa
高度場偏差の時系列(1982年 1月から 1983年 12月まで)。 
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